
（0） 昨年度協議会の振り返り
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昨年度の事務局説明及び委員からの意見等

１．サーキュラーエコノミー移行に向けた本県の現状及び課題について ２．県のプラスチック対策事業について

○事務局からの説明

（１について）
・動脈側静脈側双方のマッチングする場が必要。
・再生利用について、特にプラスチックは単一の素材を集めることが重要

（２について）
・再生材活用を推進する取組が必要。
・幼少期の意識付けが大切。

○委員からの意見

R７後期事業及びR８事業へ反映
（R７後期）
・排出事業者向け講習会：①川上産業株式会社 ＜気泡緩衝材「プチプチⓇ」の資源循環の取組＞

                                ②日榮新化株式会社 ＜ラベルを使う、だからこそ。資源循環プロジェクト＞
・処理事業者向け講習会：リバー株式会社 ＜サーキュラーエコノミーの実現に向けた静脈産業の役割期待＞
・動静脈連携マッチングセミナー：（公財）産業廃棄物処理事業振興財団と共催（動脈産業：６社、静脈産業９社）
・栃木県環境総合計画【資源循環対策関連】の策定
→サーキュラーエコノミー動静脈産業マッチング件数、環境学習実施数を指標に位置付け

（R８）
・とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業（新規事業）
→①動静脈連携ビジネスマッチング推進事業：動静脈企業を対象としたマッチングセミナーの実施、企業グループへの伴走支援
 ②CE型ビジネスモデル構築支援事業：CE型ビジネス創出に係るモデル事業への助成（補助率2/3、上限7,500千円、４件程度）
 ③CE普及啓発事業：啓発用動画の制作
 ④CE移行推進事業（産業労働観光部）：製造事業者におけるCE推進に向けたセミナー、研究会等の開催

・海洋プラごみ講演会の実施：10月頃になかがわ水遊園での実施を予定



⑴ サーキュラーエコノミー移行に係る県の取組
について
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■循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行は、資源や製品を経済活動の様々な段階で循環させることで、資源効
率性を上げ、新たな資源の採取、エネルギーの消費や廃棄物発生をミニマム化するとともに、その循環の中で付加価
値を生み出し、新たな成長の扉を開く鍵。

出典：第１回資源循環自治体フォーラム 環境省説明資料

循環経済は、資源循環と成長の好循環を目指す新たな経済の概念



5

出典：第４回循環経済（サーキュラーエコノミー）に関する関係閣僚会議（R8.4.21)資料

サーキュラーエコノミーをめぐる世界・日本の状況
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栃木県環境総合計画（R8.3策定）①

１ 将来像（令和17（2035）年度における本県のイメージ）

自然と共生し、脱炭素と資源循環による「持続可能な環境立県とちぎ」

２ 基本目標
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栃木県環境総合計画（R8.3策定）②

３ 基本方針

７Rの促進等により、循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行を推進し、持続可能な循環型経済を目指す。
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サーキュラーエコノミーに関する栃木県の課題と対応の方向性

○動脈側（製造業者）と静脈側（リサイクル業者）の双方にとって必要な情報が不足している。
○ＱＣＤ（品質・コスト・納期）の事業面で、企業が事業展開できる経済原則に見合うレベルに達していない。
○そもそも県民や事業者の認知度が低い。

○動脈企業と静脈企業のマッチング環境の創出・伴走支援、モデル事業への助成
○県民・事業者への普及啓発、県内製造業における技術向上等

【本県の課題】

【対応の方向性】

区 分 予算(千円) 内 容

①動静脈連携ビジネスマッ
チング推進事業費

５，９８７ マッチングセミナーの開催、マッチングした企業グループに対する専門家派遣

②ＣＥ型ビジネスモデル構
築支援事業費

３０，０００ 事業主体：ＣＥに取り組む企業グループ
補助対象経費：必要な研究費、労務費、原材料費等
補助率：2/3以内 補助上限額：７，５００千円

③ＣＥ普及啓発事業費 ３，３００ 普及啓発動画の作成

④ＣＥ移行推進事業費 １，９５７ 再生材の利用促進に向けたワークショップ等の開催

【Ｒ８予算】
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業①

ビジネスモデルの構築や
取組事例の横展開を目指し、
伴走支援を実施

○動静脈連携ビジネスマッチング推進事業費

↑【参考】R7年度に実施したマッチングセミナー
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業②

※サーキュラーエコノミー型ビジネスモデルとは・・・
→リデュース、リユース、リサイクルなどにおける先進的な取
組による環境保全や経済成長に繋がるビジネスモデルを想
定。

※リーディングモデルとなる先進的な事業とは・・・
→・例えば、まだ資源として循環利用が一般的でない、焼却
されてしまっている廃棄物を、資源としてリサイクルしてい
く事業等を指す。
・また、プラスチック等の水平リサイクルの先進技術の実装
を目指す事業や、ワンウェイ容器の大幅な削減を行う事業、
環境配慮を強化したリユース事業など先進的なビジネス等
も含む

二次募集予定
（募集期間：●月●日～●月●日）

○サーキュラーエコノミー型ビジネスモデル構築支援事業費
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業③

○サーキュラーエコノミー普及啓発事業費

循環経済

・Youtube栃木県公式チャンネル、県HP、事
業者向け研修会、学校教育等での使用を想定
し作成。
・併せて、Youtubeインストリーム公告等の
使用を想定したショート動画を作成
※12月末完成見込み
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業④

○サーキュラーエコノミー移行推進事業費（産業労働観光部）
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業の効果検証

とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業の財源：国（地域未来交付金）１／２、県（一般財源）１／２

出典：内閣官房地域未来戦略本部事務局、内閣府地域創生推進事務局・地方創生推進室（R8.4）資料

【事業効果の検証】

・KPI（重要業績評価指標）
を設定し、複数年にわたっ
て費用対効果を計測する。

・多様な主体が参画する当
協議会においてKPIの進捗管
理による効果検証を実施す
る。

・効果検証の結果について
は、その後の事業の見直し
に反映させる。



14

とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業の効果検証

KPI①：製造品出荷額等（プラスチック製品製造業）
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業の効果検証

KPI③：サーキュラーエコノミー技術に関する企業向けセミナー等の参加者（累計）
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とちぎサーキュラーエコノミー移行推進事業の効果検証

KPI⑤：県民のサーキュラーエコノミー認知度
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○論点

サーキュラーエコノミーへの移行をさらに加速させるために
行政（県）に期待すること

※R8.12頃ネットアンケートにより実施



⑵ 県のプラスチック対策事業について
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R元年度
（2019）

R2年度
（2020）

R3年度
（2021）

R4年度
（2022）

R5年度
（2023）

R6年度
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（2026）
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⑴発生の抑制

３Ｒ＋３Ｒ
の促進

マイバッグキャンペーン

排出事業者講習会

ワンウェイプラリデュース事業
（ベリテンライブ）

①ワンウェイプラ
削減促進事業

⑵循環的な利用の促進

リサイクル
分別回収

再生材等の利用促進

栃木からのボトルtoボトル リサイクル・パートナーシップ協定

②とちの環エコ製品認定制度

プラごみゼロ宣言
取組事例集

プラスチック代替製品
マッチング事業

(3)適正な処分

清掃活動・
環境美化活動
処理施設の確保

③清掃活動等ポータルサイト

環境美化県民運動

スポーツGOMI拾い大会の開催

④とちぎ・プラ・
クリーンアクション（とちぎ530プロジェクト）

リサイクル施設等の立地促進等庁内連絡会議

⑷基盤整備

環境教育・環境学習
関連産業の振興

連携協働

海洋プラ動画
さかなクン講演会

⑤海洋プラごみ対策講演会

⑥エコたび栃木プロジェクト

⑦環境学習出前授業（県内小学校）

⑧環境学習講座（なかがわ水遊園）

⑨プラスチック資源循環推進協議会

⑩市町勉強会の開催

プラスチックごみ対策事業（全体像）



① ワンウェイプラ削減促進事業

●趣旨

プラごみ排出抑制のため、飲食店のテイクアウト
などで使用される使い捨てプラ容器等から、紙製
や木製の代替製品へ切替えを行う飲食店を県HP
で紹介。
また、店頭などでプラごみ削減の取り組みをPR
できるミニのぼり旗を配布。

●応募の対象

プラスチック製のテイクアウト容器、ストローなど
から紙製や木製等の代替製品に切替えを行ってい
る県内の飲食店

●実績（R8.７時点）

・店舗数 20店舗

19

プラスチックごみ対策の取組①

【参考】 （R7.7時点）17店舗



② 栃木県リサイクル製品認定制度 ーとちの環エコ製品ー

●概要

県内で製造販売されるリサイクル製品について、認定要件に適合した製品を県が認定し、

その普及啓発を行うもの。

●認定プラスチック製品 13製品
（一昨年度認定）
・造園材 ４製品
・樹脂製敷板 ２製品
・梱包用緩衝材 ２製品
・加炭材 １製品
・スチロールペレット １製品

区分 紙類
事務用品

肥料
土壌改良材

土木資材 その他 合計

製品数 5 21 92 18 136

製品認定数（令和８年７月１日現在）

20

プラスチックごみ対策の取組②

【参考】（R7.7.1時点）134製品



③ 栃木の森里川湖 清掃活動等ポータルサイト

●趣旨

地域で自主的な環境美化活動を行っている団体を「栃木

の森里川湖（もりさとかわうみ）清掃活動ポータルサイト」

へ登録いただき、団体の活動を紹介。

各団体の取組を発信することで、活動の輪に参加する

きっかけとして活用している。

●登録団体

50団体（R8.７.15時点）

21

プラスチックごみ対策の取組③

【参考】40団体（R7.5.1時点）



④ とちぎ・プラ・クリーンアクション

●目的

プラスチック資源循環推進協議会（R5.8）において、県民、事業者（製造、販売、処分）、行政

などあらゆる主体が一体となって取り組める「ごみ拾い」を切り口にして総合的な対策を進

める仕組みを構築するよう提言を受けたことを踏まえ、R6年度～ごみ拾いキャンペーン

「530 project」を展開。

・R6年度：For me 530 project（私のための私らしいゴミひろい）

・R7年度：Tochigi 530 project（私とみんなと地球のために）

●Tochigi 530 project概要

R7.10/1～12/26の期間中に県内でごみを拾い、

インスタグラムに投稿した方を対象として、抽選で

賞品を贈呈

●R７年度の実績

・ ハッシュタグ投稿数 396件

・ リアクションの総数 ３７，７０７件

●Ｒ８年度の事業の方向性

・ インスタグラムを引き続き運用し、参加者増を狙う。 22

プラスチックごみ対策の取組④



⑤ 海洋プラごみ対策講演会

●目的

海洋プラスチック等による環境汚染が世界的課題となっており、海なし県である栃木県においても、川か

ら海へのプラスチック流出など無関係ではないことを特に未来を担う若年層に対し発信し、海洋保全や地

球温暖化防止等のためのプラスチック削減に関する一人ひとりの取組につなげる。

●イベント概要

日時：令和８（２０２６）年秋頃

会場：なかがわ水遊園

内容：①基調講演（海洋プラスチックごみの現状と課題について（仮））

※講師予定海洋プラスチックごみに専門的知見を有する専門家（大学教授等）

②エコたび栃木プロジェクト優秀校の取組発表

③特別講演（海洋プラスチックごみについて考えようin栃木県（仮））

※講師予定：海洋プラスチックごみに専門的知見を有する著名人

○特設コーナー

・地域団体等による継続的な清掃活動等の取組紹介コーナー

・とちぎ530プロジェクトのPRコーナー

規模：1,000名程度
23

プラスチックごみ対策の取組⑤



⑥ エコたび栃木プロジェクト
●趣旨

修学旅行という一生の思い出になる場面において、栃木からの森里川

湖プラごみゼロ宣言の本旨である「プラスチックとの上手な付き合い方」

に取り組んでもらうことで、使い捨てプラスチックの削減意識の定着を

図るとともに、観光関連のごみ削減につなげるために、小学校等の修学

旅行を対象とした「エコたび栃木プロジェクト」を実施。

●応募の対象

修学旅行中に以下の「3つの環境にやさしい取組」を実施。

（1）歯ブラシ、歯磨き粉の持参・使用

（2）マイバッグ、マイボトル（水筒）の使用

（3）食べきり・食べ残しの削減

●エコたびチャレンジ

本県が定めた3つの取組以外に、各々の学校が設定した独自のエコ活

動を修学旅行中に実施する取組。優秀校には表彰状を贈呈。

●R７年度の実績（R８.3末時点）

146校（１０，４３３名）が参加、うち３２校が「エコたびチャレンジ」に参加
24

プラスチックごみ対策の取組⑥

【参考】R6実績（R7.3末時点）：151校（11,107名）が参加、うち77校が「エコたびチャレンジ」に参加



⑥ エコたび栃木プロジェクト
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プラスチックごみ対策の取組⑥

●エコたびチャレンジ優秀校の取組（R7）：一例紹介



⑦ 環境学習出前授業（学ぼう！ごみを処理する施設）

(1)座学「学ぼう！ごみを処理する施設」

自分たちが日常に出す身近なごみが、ど
のように処理されているか学ぶ講座です。
ごみ処理（リサイクル）が快適な生活を送る
上で欠かせないことや、ごみ分別の大切さ
などを動画・スライドを用いて学びます。

（２）パッカー車によるごみ投入体験

（公社）産業資源循環協会青年部の協力
により、パッカー車（ごみ収集車）を学校
の校庭に派遣し、児童にごみ投入体験を
していただきます。（日にちによっては派
遣できない場合があります）。

（３）寸劇「プラスチ郎」

（公社）産業資源循環協会青年部の協力
により、浦島太郎を模した寸劇を行いま
す。海洋プラスチックごみ問題及びごみの
分別について、一緒に考える内容となっ
ています。

内容（50～90分程度）／小学４～６年生対象

＜授業風景＞ ＜寸劇＞＜ごみ投入体験＞

●R7実績
計４校 231名

（うち１校は座学のみ）

26

プラスチックごみ対策の取組⑦

【参考】R6実績：計４校（３２８名）



⑧ 環境学習講座（なかがわ水遊園）

●趣旨

児童の段階から、日常生活で発生するごみを題材に海洋

汚染との関わりを学習し、環境に配慮する意識の定着を

目的に実施しています。

●場所／日時

なかがわ水遊園おさかな研究室

（５月～３月、月２～３回程度実施予定）

●内容

・海なし県からも、身近な物が河川を流れ海洋に

漂着する可能性を学習

・海洋漂着ごみの生物に与える影響やごみ削減方

法の検討

・児童の日常生活における意識定着効果を想定し

たエコバッグ作成体験等

●R７年度の実績（R8. ３末時点）

・ 延べ33回開催（延べ193名参加）

授業風景

エコバック作成（お絵かき）

27

プラスチックごみ対策の取組⑧

【参考】R6年度実績（R7.3末時点）：延べ33回開催（235名参加）



⑨ 栃木県プラスチック資源循環推進協議会

●趣旨

排出者（製造等事業者及び消費者等）、処理事業者及び市町の関係者に加え、学識経験者の知見等を

加味し、県内のプラスチックごみに係る適正処理・資源循環の促進を目的とする協議会を運営

●構成員

学識経験者（１名）

製造等事業者関係団体（２名）

消費者団体（１名）

処理業者関係団体（１名）

行政（県及び市町※３名）

※～R4年度：足利市・芳賀町、R5年度～：栃木市・高根沢町、

R8年度～：那須塩原市、壬生町

●開催頻度

1～２回／年度

●協議事項

・プラスチックごみの排出・処理等に関する現状・課題の情報共有

・プラスチックごみ対策に係る今後の施策展開 等
28

プラスチックごみ対策の取組⑨



⑩ プラスチック対策に係る県と市町の勉強会

●概要

先進市町の取組を横展開するための情報交換の場の役割

 ・開始年度 Ｒ１～

 ・開催回数 14回

●R８年度第１回（5.26開催）における主な議題

  ・県におけるサーキュラーエコノミーへの移行の推進について

・製品プラスチックのステーション回収を予定している市町からの事例発表

※宇都宮市、高根沢町

容器包装プラスチック分別回収実施市町数（R7）

12
（ステーション回収：11）宇都宮市、上三川町、鹿沼市、

大田原市、那須町、塩谷町、高根沢町、
さくら市、小山市、野木町、下野市

（拠点回収：１）芳賀町

製品プラスチック分別回収実施市町数（R7）

13
（イベント回収：９）栃木市、大田原市、那須烏山市、

那珂川町、塩谷町、益子町、芳賀町、茂木町、
高根沢町（※R8秋～ステーション回収実施予定）

（拠点回収：３）那須塩原市、さくら市、那須町
（ステーション回収：１）壬生町（不燃ごみ回収後に分別）
※宇都宮市はR9～からステーション回収を実施予定

29

プラスチックごみ対策の取組⑩
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